
2003年出土の木簡

た
い
と
う

く

茎
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台
東
区
Ｎｏ
６８
遺
跡

１
　
所
在
地
　
　
　
東
京
都
台
東
区
浅
草

一
丁
目

２
　
調
査
期
間
　
　
一
一〇
〇
二
年

（平
１４
）
八
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
台
東
区
文
化
財
調
査
会

４
　
調
査
担
当
者
　
小
俣
　
悟

５
　
遺
跡
の
種
類
　
寺
院
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
江
戸
時
代

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

台
東
区
Ｌ
６８
遺
跡
は
台
東
区
の
東
側
、
区
境
で
あ
る
隅
田
川
の
西
岸
微
高
地

の
西
方
に
位
置
し
、
東
京
低
地
西
側
に
立
地
す
る
。
Ｊ
Ｒ
常
磐
新
線

（仮
称
）

新
浅
草
駅
出
入
口
建
設
に
伴
う

調
査
で
あ
る
。
当
地
周
辺
は
近

世
以
前
は
湿
地
が
広
が
っ
て
い

た
も
の
と
思
わ
れ
、
近
世
に
は

浅
草
寺
境
内
で
あ
り
、
嘉
永
三

年

（
一
人
五
９

近
江
屋
板

「下
谷
浅
草
箕
輪
山
谷
辺
図
」

で
は

「火
除
地
」
あ
る
い
は

「田
地
」
と
あ
る
。

主
要
な
遺
構
確
認
面
が
三
面
あ
り
、
検
出
遺
構
は
建
物
基
礎

・
井
戸

・
溝
状

遺
構

。
土
坑
な
ど
で
あ
る
。
特
徴
的
な
遺
構
と
し
て
大
型
の
長
方
形
土
坑
群
が

見
ら
れ
る
。
ま
た
最
下
層
に
は
牡
蛎
殻
の
堆
積
層
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
大
型

の
長
方
形
土
坑
は
牡
蠣
殻
層
か
ら
牡
蠣
を
採
取
し
た
遺
構
と
∫
推
定
さ
れ
る
。

木
簡
は
大
型
の
長
方
形
土
坑

（第
三
八
号
遺
構
）
か
ら
出
土
し
た
。
こ
の
土

坑
の
推
定
廃
棄
年
代
は

一
九
世
紀
第
Ⅲ
四
半
期
で
あ
る
。
な
お
、
そ
の
遺
構
群

の
中
を
抜
け
る
溝
状
遺
構

（第
一
九
号
遺
構
）
か
ら
は
、
焼
印
の
あ
る
桶
蓋

（径

一
一
〇
ｍｍ
厚
一
〇
〕

が
出
土
し
た
。
桶
蓋
に
栓
孔
が
あ
る
こ
と
か
ら
液
体
の
容

器
と
思
わ
れ
、
焼
印
は
そ
の
商
標
と
推
測
さ
れ
る
が
、
「○
」
の
中
の
文
字
は

釈
読
で
き
な
い
。
第

一
九
号
遺
構
の
推
定
廃
棄
年
代
は

一
九
世
紀
第
Ⅲ
四
半
期

で
あ
る
。
他
に
貝
殻

（
ハ
マ
グ
リ
の
内
面
）
な
ど
に
墨
書
の
あ
る
も
の
が
見
ら
れ

ＺＯ
。出

土
遺
物
は
独
楽

・
魚
籠
な
ど
の
木

・
竹
製
品
の
ほ
か
、
多
量
の
近
世

・
近

代
陶
磁
器
な
ど
で
あ
る
。
ま
た
特
徴
的
な
遺
物
で
は
台
東
区
内
の
土
器
焼
き
と

し
て
著
名
な
今
戸
焼
関
係
の
刻
印
を
有
す
る
規
炉
な
ど
が
あ
る
。

８
　
木
簡
の
釈
文

・
内
容

⑪

　

「鳶□
壱
人
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｏ反
ｏ便
い
自
Ｐ

小
型
の
板
材
で
、
裏
側
が
二
次
焼
成
に
よ
り
か
な
り
炭
化
し
て
い
る
。
左
上

を
大
き
く
欠
損
し
て
お
り
、
そ
の
部
分
に
一
字
あ
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。
内
容

(東京東北部)



は
鳶
の
人
数
か
番
号
な
ど
を
示
唆
す
る
と
思
わ
れ
る
が
、
確
証
は
な
い
。
何
ら

か
の
札
と
推
測
さ
れ
る
が
、
九
く
反
っ
て
お
り
違
和
感
が
あ
る
。
ま
た
ミ
ニ
チ

ュ
ア
の
棉
と
も
思
わ
れ
る
が
、
厚
さ
が

一
様
で
は
な
く
他
の
部
材
も
み
ら
れ
ず

判
断
し
難
い
。

９
　
関
係
文
献

台
東
区
文
化
財
調
査
会

『台
東
区
Ｎｏ．６８
遺
跡
』
全
一〇
〇
四
年
）
（小
俣
　
悟
）
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焼印のある桶蓋
中
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